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提言内容

地に足のついたアクションプランを

•まずはデジタル戦略の達成度評価をしっかりと

昨年の小職の提言とその実現度

•ペーパーレスbyデフォルト

•職員が働きやすいDX環境の整備…デュアルモニターの導入

•テレワーク推進とその前提条件…職員証とマイナンバーカード
の一体化

•その他…広報戦略/窓口改革

マイナンバーカードbyデフォルト

•原則と例外の逆転

•まずは職員の取得率100％を目指して

ゼロ予算のDXツールもどんどん進める

•翻訳アプリ VoiceTra

新計画への感想

•ウェルビーイング



地に足のついたアクションプラン
のために

• まずは「金沢市デジタル戦略」の評価をしっかりと

• 何が達成できて、何が達成できていないのか

• 達成できていない理由は何なのか

• どうすれば達成できるのか

• しっかりと検証をすることが必要



提言のフォーカス

金沢市デジタル戦略 基本方針１.０
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昨年の提言



昨年の提言１



昨年の提言２



昨年の提言３



昨年の提言 補



昨年の提言 補

北見市 書かないワンストップ窓口



昨年の提言 補

北見市 書かないワンストップ窓口



マイナンバーカードbyデフォルト

• マイナンバーカード取得率
• 金沢市 208,794 人/448,702人 46.5%

• 全国 51.1％

• 石川県全体 51.6 ％ cf.  加賀市 77.7%

• 取得率を上げるには
• まずは職員の取得率を100％に （現在82.0％）

• マイナンバーカードbyデフォルト

• その後、一般市民への誘因を
• マイナンバーカードbyデフォルト



職員の取得率100％を目指して

• ハードな戦略
• マイナンバーカードと職員証の一体化（昨年提言）

• PC起動の際のカードリーダにマイナンバーカードを必
須化

• 残業申請にマイナンバーカードでの登録必須化

• ソフトな戦略
• 兵庫県小野市 職員取得率100％

• 「市民にお願いするのに職員は必要だ、との認識共
有」

• トップからの強いメッセージが必要



昨年の提言３



ゼロ予算でのDXツールを活用

•「予算が無いので、できない…」

•無料ツールの利活用をもっと
積極的に

•例えば・・・ VoiceTra



総務大臣依頼→国立研究開発法人NICTで開発→
無償提供。アジア言語にも強み
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• 31言語に対応
•日英中韓ベトナム語など１０言語の旅行会話は実用レベル（英
語はTOEIC900点レベル）の翻訳が可能。

•音声認識・翻訳にAIを活用

•札幌市消防局→救急用翻訳に活用
•東京メトロは170駅に導入
•岡山県警が地理案内・遺失物申請に活用
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新計画への感想
• 基本理念

• Why（パーパス）すべての人が便利に暮らし幸せを実感
するために （自治法第1条の2第1項）

• What （ミッション）質の高い市民サービスを創り続け
る

• あるべき姿
• When/Where（ビジョン） 本市の特徴を生かしたデ
ジタル化 産業/文化/地域/教育

• 行動指針
• How（バリュー）市民目線/スピード感/チャレンジ/成果
検証/デジタルファースト

うまく整理されていると思います。
パーパスの部分。「ウェルビーイング」の言葉を入れてもいいかも


